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１．目 的 

間伐を促進し、森林を活性化し、森林を保全するためには、間伐材を有効活用する技術

の開発が不可欠である。古来より、木材は主として板目材あるいは柾目材として利用され

てきたが、本研究では、調湿機能に優れたスギ木口材に注目し、木口面での二酸化窒素の

浄化機能を測定、評価し、スギ木口材の建築内装材としての活用について検討する。 

 

２．方 法 

 木材の大気浄化試験法に、日本工業規格（JIS）で定められたものはない。しかし、木

材の環境浄化商品の開発が進むと、浄化能力を評価する方法が必要になる。光触媒材料の

空気浄化試験法では、試験方法（JIS R1701-1「光触媒材料の空気浄化性能試験方法」）に

より、光触媒試験器内に、試験体（5cm×10cm×1.5cm）を挿入し、試験体の表面（50cm2）

に流速 3L/min（通気線速度 20cm/sec）の NO2 暴露ガス（1・000ppb）を通気し、出口のガ

ス濃度を 5 時間測定し、浄化能力を評価する。木材の大気浄試験法は、JIS R1701-1 での

光を照射しない方法によった。 

 

３．結果および考察 

スギの心材木口材、心材板目材、辺材板目材の浄化能力の比較を図に示す。宮崎産飫肥

スギの心材木口面の浄化能力は光触媒の窒素酸化物の浄化能力の実質 3 倍以上の能力を発

揮した。また、2 日間連続実験では、ほぼ、24 時間で、抽出成分との反応による浄化の寄

与は消滅した（木口材を温湿度の変化する環境に放置すると、1 週間で元の能力に復活し

た）。以後は、水との反応による浄化（2NO2 + H2O → HNO3 + HONO）の寄与だけが残り、消

費した NO2 量と、生成した硝酸、亜硝酸量との間には、マスバランスがとれた。 
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光触媒試験法によるスギの NO2 浄化能力評価  

入口 NO2 濃度: 1・000 ppb. 通気 NO2 総量: 1・607μM m-2 hr-1.通気線速度: 20 cm/秒. RT: 20℃. RH: 

50%.  




